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本木昌造没後 150年記念展示（長崎歴史文化博物館）
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　９月３日は近代活版印刷の祖　本木昌造の命日です。日本印刷産業連合会では９月を「印
刷の月」と定め、各種の周知・啓蒙活動を行っています。
　長崎県印刷工業組合・本木昌造顕彰会では毎年墓参・法要を行っており、没後150年とな
る今年はパネル展示・講演会・ワークショップなど様々な記念事業を実施しています。

　毎熊会長挨拶
　本日はお忙しい中、本木昌造先生の150回忌法要にご
参列いただき、誠にありがとうございます。
　幕末という激動の時代　―尊王攘夷を掲げる志士たち
が外国勢力の排除を叫び、佐幕を貫く幕府側が国の安定
と秩序を守ろうとした時代―　その狭間にあって、本木
昌造先生はいずれの思想にも偏ることなく「知と技術に
よる国の発展」を信じて歩まれました。
　攘夷の叫びが長州藩を動かし、下関戦争という悲劇を
生み、佐幕の志が会津藩や新選組を京都に駆り立てたそ
の時代において、本木先生は長崎という国際都市で西洋
の印刷技術を日本語に適応させるという前人未到の挑戦
に取り組まれました。
　先生の志は武力でも排外でもなく、知識と情報の普及
による国力の向上でした。蝋型電胎法による和文活字の鋳造、新町新塾や新町活版所、活版
伝習所の開設、そして全国への技術普及は、まさに「言葉の力で国を変える」壮大な試みだっ
たのです。
　そんな先生も、人生の航路では思わぬ漂流を経験されています。1864年、船で下田を出
港し江戸へ向かう途中、嵐の中難破し八丈島へ漂着。激動の時代にあって、まさかの南の島
で新たな命を授かるというまるで小説のような一幕がありました。知と技術を追い求める一
方で、人生の波にも柔らかく身を委ねる先生の姿はどこか人間味にあふれ、私たちの心を打
ちます。
　本木昌造先生の歩みは、幕末の混乱の中にあっても未来を見据えた静かな革命でした。今
日、私たちがこうして活字文化を享受できるのも、先生の志と努力の賜物です。
　本日、先生の遺徳を偲び、墓参・法要、長崎歴史文化博物館での大串誠寿先生の記念講演、
展示会や活版印刷のワークショップなどを通じて、その偉業を改めて振り返ることができる
ことは、私たち顕彰会にとっても大きな喜びであり誇りであります。
　また現在、諏訪神社様所蔵の種字の長崎市文化財指定を今年度中に行う予定でございます。
　今後も本木先生の精神を受け継ぎ、活版印刷文化の継承と啓蒙に努めてまいります。
　皆様方のご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

令和７年９月３日　　　　　　　　　
本木昌造顕彰会会長　毎熊　一太　

第150回本木昌造墓参・法要
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　令和７年９月３日（水）、大光寺におい
て本木昌造先生の第150回墓参・法要が行
われました。

　　９月３日長崎歴史文化博物館にて本木昌造没後150年記念講演会
　　「日本活字文化の原器・没後150年・本木昌造の事蹟」を開催しました。

　講師の芸術工学会会員・芸術工学博士　大串誠寿
氏は「活版印刷により情報通信が発達し、日本の近
代化を推し進めた」本木の功績を解説。
　必要なものを未来に伝える―「近代文字文明の原
器である本木昌造の木彫り文字を適切に保管してい
くことの重要性を、歴史が私たちに気付かせようと
していると思います。」と講じました。
　会場には一般の方も含め約60名が来場し、講演
のあと特別展示「活版印刷が日本を変えた～長崎の
偉人・本木昌造」や常設展を見学しました。

　全印工連の橋本副会長をはじめ、ご来賓
と関連、組合員の約50名が参列し、大光
寺住職の読経のもと、毎熊会長に続き焼香
を行いました。

本木昌造没後150年記念講演会
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活 動 報 告
〇令和７年７月２日（水）
　長崎歴史文化博物館打合せ
　内田理事長・青年部（山口・松本）
〇令和７年８月２日・23日・30日（土）
　活版体験ワークショップ
　於：長崎歴史文化博物館
　県工組青年部

〇令和７年９月１日（月）
　長崎市産業労働部・文化観光部打合せ
　於：長崎市役所
　内田理事長
〇令和７年９月３日（水）
　本木昌造没後150年記念講演会
　於：長崎歴史文化博物館

長崎県印刷工業組合理事会

本木昌造顕彰会理事会

長崎県印刷工業協同組合清算人会

長崎県印刷工業協同組合決算総会
日時：令和７年９月12日（金）14：00 ～ 15：10
場所：長崎県印刷会館３Ｆ
議題：⑴各委員会報告

⑵青年部活動について
⑶８月末収支報告
⑷臨時総会の開催について
⑸印刷会館購入に係る借入金について
⑹令和８年新年互礼会について
⑺令和８年度総会について
⑻その他

日時：令和７年９月12日（金）15：20 ～ 15：40
場所：長崎県印刷会館３Ｆ
議題：⑴本木昌造記念事業について

⑵８月末収支報告
⑶その他

第２回
日時：令和７年７月３日（木）14：00 ～ 15：00
場所：長崎県印刷会館３Ｆ
議題：⑴令和７年決算総会提出議案について

⑵その他

第３回
日時：令和７年７月29日（火）14：50 ～ 15：20
場所：長崎県印刷会館３Ｆ
議題：⑴印刷会館の売却について

⑵その他

日時：令和７年７月29日（火）14：00 ～ 14：32
場所：長崎県印刷会館３Ｆ
第１号議案　�令和７年度事業報告書及び

決算報告書について
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○令和７年７月４日（金）
　納涼例会　
　於：登利亭　長崎本店

日本紙工印刷㈱の小野俊介さんに厄除け
祈念の品を贈呈しました。
○令和７年８月19日（火）
　例会・ユポ勉強会
　於：印刷会館

〇令和７年９月３日（水）
　本木昌造墓参法要
　於：大光寺（長崎市鍛冶屋町）
〇令和７年９月10日（水）
　十八親和銀行打合せ
　於：長崎県印刷会館
〇令和７年９月12日（金）
　長崎県印刷工業組合等理事会
　於：長崎県印刷会館
〇令和７年９月20日（土）
　としょかんde活版2025
　於：長崎市立図書館
　県工組青年部
〇令和７年９月22日（月）
　本木昌造墓地献花
　於：大光寺（長崎市鍛冶屋町）
〇令和７年９月23日（火祝）
　諏訪神社秋分祭
　於：諏訪神社
　本木昌造顕彰会　毎熊一太会長

〇全印工連70周年記念式典
　日時：令和７年10月10日（金）
　場所：東京會舘
　　内田理事長・毎熊副理事長
〇長崎県印刷工業組合臨時総会
　日時：令和７年10月14日（火）
　場所：長崎県印刷会館
〇県工組等理事会
　日時：令和７年12月５日（金）
　場所：長崎県印刷会館
〇令和８年新年互礼会
　日時：令和８年１月15日（木）
　場所：サンプリエール
〇九州地区印刷協議会下期定例会
　日時：令和８年３月６日（金）
　場所：宮崎県

今 後 の 予 定

各支部の状況

長崎支部

P B な が さ き



2025.9　vol.129〔6〕

開　催　日：2025年８月２日、23日、30日（土曜日）
開催場所：長崎歴史文化博物館１階エントランス
主　　催：長崎県印刷工業組合、本木昌造顕彰会
参加者数：延べ約180名（子どもから大人まで）

１．背景と目的 🎯
　本イベントは、本木昌造没後150年を記念しておこなわれた企画展「活版印刷が日本を
変えた～長崎の偉人・本木昌造～」に関連して開催された。長崎にゆかりのある活版印刷
の歴史と技術を広く市民に伝えることを目的とし、実際に印刷機を操作する体験を通じて、
印刷文化の魅力と重要性を再認識してもらう機会を提供した。
２．イベント内容 🖨
◇体験内容：手動印刷機を使用し、参加者がポチ袋の印刷物を自ら制作。
◇講　　師：長崎県印刷工業組合青年部の協力により、専門家が技術指導を実施。
◇展　　示：本木昌造の功績や活版印刷の歴史に関する種字・活字やパネル展示。
◇対　　象：年齢制限なし。子どもから高齢者まで幅広い層が参加。
３．参加者の反応 💬
◇�「ポチ袋を印刷するのが楽しかった。たくさん力が必要だった」など、子どもたちから
は印刷の難しさと楽しさを実感する声が多数寄せられた。
◇�大人の参加者からは「昔の技術に触れる貴重な機会だった」「本木昌造の偉業を初めて
知った」といった感想が聞かれた。

４．成果と今後の展望 🌱
　参加者に活版印刷の魅力を伝えるとともに、本木昌造が伝えた活版印刷技術への理解を
深める有意義な機会となった。今後も、本木昌造没翁の啓蒙活動の一環として、より多く
の市民が参加できる体験型イベントの継続開催をおこないたい。

長崎歴史文化博物館での活版印刷体験イベント報告
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〒811-2221　福岡市糟屋郡須恵町大字旅石60-22

TEL / 092-692-8738　FAX / 092-692-8739
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〒８５０ー０８７５　長崎市栄町４ー２０

ＴＥＬ（０９５）８２６－８１５５・ＦＡＸ（０９５）８２３－３３７２

（資）井上勲紙店

児島洋紙株式会社

本　　　社 〒８１０-８７３１ 福岡市博多区中洲中島町２番１号
 電話  ０９２（２９１）１３３１  ＦＡＸ  ０９２（２７１）２６３８

北九州営業所 〒８０３-０８０２ 北九州市小倉北区東港１丁目１番４号
 電話  ０９３（５８１）５３３１  ＦＡＸ  ０９３（５７１）５４１７

長崎営業所 〒８５１-０１３４ 長 崎 市 田 中 町 ５ ８ ２ の １
 電話  ０９５（８３７）８０４１  ＦＡＸ  ０９５（８３０）２２９１

鹿児島営業所 〒８１９-０１２３ 鹿 児 島 市 卸 本 町 ７ 番 １ ９ 号
 電話  ０９９（２６６）６３４１  ＦＡＸ  ０９９（２６６）６３７１

東京事業部 〒１０５-０００１ 東京都港区虎ノ門４丁目２番６号第二扇屋ビル５階 
 電話  ０３（３４５９）６６２３  ＦＡＸ  ０３（３４５９）６６２４

151

P B な が さ き


